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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

 

 観測史上初めて 6月まで台
風が発生しなかったのが・・

一転、7月（4つ）、8月（7つ）、
9月（6つ）と連続して台風が
発生、しかも 8月には 4つの

台風（9号～12号）が 9月にも 16号が上陸しま
した。 
中でも台風 10号は、各地に大量の雨と風をも
たらし、北海道と岩手で 27人もの死者・行方不
明者を出すなどの災害をもたらし 7・9・10・11
号による被害は激甚災害に指定されております。 

北海道がまとめた被害状況は955億円（激甚災

害の指定対象外を含めると2000億円）に迫る見通し

です。ニュースで報じられているように未だに札幌

と帯広・釧路などを結ぶ JR各幹線や日勝峠の復
旧の目途は立っていません。 

経験したことがないような「地震+津波」、「台風+洪

水」などの災害が続く日本列島ですが、昔から怖い

ものとして「地震、雷、火事、親父」と言いますが台風

も付け加わったような近年です。 

  

 

1分でわかる業務カイゼン 

 

「経済は生き物」 

 故 永六輔さんは「地震も台

風も洪水も、あらゆる自然災害

は、地球が生きている証拠」と

言いました。 

そして、経済も「生き物」だと

よく言われます。たとえば、子

供が生まれると誕生から独立までの期間にわたり

衣料費、食費などの支出増、学校や塾などの授業

料などで数千万円もの消費が発生します。さらに、

家族の増加によるマイホーム購入などが加わると

経済効果は莫大です。まさに、人間（生き物）の誕

生が経済に大きな影響を与えます。 

 

「一番高い買い物」 

一方、企業にとっても人の採用は大きな出来事

です。ある人材供給会社の経営者は「企業にとっ

て一番高い買い物は人」なので良い人材を採用し

ましょうと話していました。とはいえ・・中小企業の場

合、応募してもらうだけでも大変です。 

 やっと採用できた人材に、仮に年間 400万円の

給料や社会保険料の負担をするとします。その人

が 30年間勤続した場合には 1億 2千万にもなり

商業ビルの購入に匹敵するような金額となります。

これに雇用している全従業員の数を掛けることにな

るのですから人材が一番高価、かつ貴重な財産だ

と理解できます。まさに人財です。 

 

「人財から人災？」 

 先月に引き続き、語呂

合わせのようですが・・一

番高価な「人財」が「天

災」ならぬ「人災」へと変

わる場合があります。 

 よく聞く人災としては・・

使い込み、得意先からの裏リベート、商品横流しな

どがあります。これらは経営者の信頼を悪用したケ

ースがほとんどです。 

 ある税理士さんは自分の事務所の経理担当に数

百万使い込まれたと話していました。同様の話は

数回聞いた事があり、他人に現金を管理させる場
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合には特に残高に注意が必要です。その税理士

さんの場合には現金が数百万円残っている帳簿

になっていました。よくよく考えるとそんなに金庫に

お金があるわけがないので、この人災に関しては

管理者の注意不足が原因です。 

 

「社員に関心を持つ」 

 では、「人財」を「人災」に変

えないためにはどうすれば良

いのでしょう・・。尊敬するある

経営者の対応が参考になりま

すのでご紹介します。 

 この人は会社の入り口に社

長席を設けました。しかも、一番早く出社するので

従業員は毎日、社長の前を通って自分の席に行く

ことになります。その社長は従業員の元気がないと

話しかけ、営業などで外出する際にも声を掛けま

す。研修に参加させるときも、参加前と後に感想を

聞くなど従業員に関心を持ち対話を重視していま

す。 

ここまで出来なくても、私たちにも毎日従業員に

声をかける事はできます。悩みがあるのか、体調が

悪くないか顔色を見るなど、どんな小さなことでも

関心を持つ事が大切です。 

先ほどお話したように数億円規模の投資をして

いるのですから大切に見守って行きたいですね。 

   

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営数値  

：社員一人一人の年収（自分の何分の1ですか？） 

 

今月のことば 

 

逆風や突風ばかりではなく、時には台風も襲いかかってきます。 

経営は常に逆境との闘いです 

                平岩 外四（第7代 経団連会長） 
 

 
編集後記： 

災害による避難生活が報道されるたびに自分ならどうするだろうか・・と思います。今月のことばに「経営は

常に逆境との闘い」とありますが、もし闘いにまけたらどうなるでしょうか？ 家族や従業員を災害に巻き込ま

ないためにも会社経営においても防災準備が必要です。そして、その第一歩は黒字決算です。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：86.7％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は33.6％（26年4月～27年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


